
１．日時　：　平成２１年１１月２５日（水）　9:30～
２．場所　：　鳥取市福祉文化会館　３Ｆ第２会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年９月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全２９件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全２０件
　 ・標準型・・・４件
　 ・簡易型・・・１６件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 4 － 4

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 4 0 4

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 5 － － － 5
鋼橋上部 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 1 － － － 1
機械設備 － － 1 － － － 1
通信設備 － － 2 － － － 2

－ － － － － － 0
計 0 0 10 0 0 0 10

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 5 － － － 5
建築 － 1 － － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 1 5 0 0 0 6

備考

加算点の合計
工種 計 備考

工種
加算点の合計

計

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第３８回）開催結果の概要

加算点の合計
計 備考



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全９件
　 ・標準型・・・１件
　 ・簡易型・・・８件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － － 1 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 0 1 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 2 － － － 2
通信設備 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 2 － － － 2
機械設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 6 0 0 0 6

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
建築 － 1 － － － － 1
塗装 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 1 1 0 0 0 2

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・1２件
　　①総合評価落札方式（公示前）・・・ ０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　②簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　０件

　　③標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　④総合評価落札方式（入札前）・・・ ３件

　　　【標準型】・・・ ２件
　　　【簡易型】・・・ １件

　　⑤簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　３件

　　⑥標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　６件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり

工種
加算点の合計

計

工種
加算点の合計

計 備考

備考

工種
加算点の合計

計 備考



１１月２５日（第３８回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 ◎ 倉吉
道
路

名和淀江道路
松河原第３跨道橋外工事
【再公告】

一般土木 Ｃ

橋台工　N=４基
上部工　（L=27m PC
ポータルラーメン中空
床版)

上・下部工の塩害・中性化等の
劣化を防ぎ、コンクリートの耐久
性及び構造物の安全性の確保
を図ることが、重要である。

9
月

96.0 90.0 15 15
上・下部コンクリート
の品質・耐久性の向
上

18
円筒型枠の移動防
止

18 6 1 3 1 4 2 1 6.0 1 1 4 11月6日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力



 １１月２５日（第３８回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路 郡家管内外監視設備工事 通信設備 -

光伝送装置　　　　１６台
画像符号化装置　３５台
据付調整工　　　　　１式
撤去工　　　　　　　　１式

ＣＣＴＶ画像をＩＰ伝送する為の工事であ
り、運用中の設備において切替作業を行
うことから効率的に短期間で施工する必
要がある。

9
月

66.3 63.0 15 15 15
ＣＣＴＶ設備の
伝送切替作業

6 1 3 1 4 2 1 3.3 11月9日

2 鳥取
道
路 郡家管内予備電源設備工事 受変電設備 -

予備電源装置　１５箇所
据付調整工　　　１式

非常時に使用する予電源装置を設置す
る工事であり、　装置が確実に機能する
ための試験調整が重要である。

9
月

66.3 63.0 15 15 15
現地における
装置の動作確認

6 1 3 1 4 2 1 3.3 11月10日

3 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
志戸坂トンネル非常用設備
製作工事

機械設備 －
消火栓　３４台、ポンプ設備
１式、操作制御設備　１式

非常用設備の製作工事であり、工場製作
時及び輸送時の品質確保が必要であ
る。

10
月

66.3 63.0 15 15 15

機械単体品（消火
栓、操作盤等）運
搬時に配慮すべ
き事項

6 1 3 1 4 2 1 3.3 11月16日

4 鳥取
道
路

国道29号岸野外歩道工事
【再公告】

一般土木
C
・
Ｄ

　舗装工　　　約600m2
　道路土工　　1式
　区画線工　  1式
　縁石工　　　1式
  標識移設　　１式
　橋梁用防護柵　約200m

本工事は、一般国道２９号八頭郡若
桜町須澄に歩道新設、岸野及び浅井
の歩道拡幅を行う工事である。国道２
９号は交通量が多く、須澄歩道施工
時に片側交互通行規制を行う必要が
あるため、一般車両に対する安全対
策が重要となる。

10
月

71.8 68.0 15 15 15

工事中の片側交
互通行時の一般
交通に対する安
全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 11月16日

5 倉吉
河
川

関金外予備電源設備工事
【再公告】

受変電設備 -
予備電源設備　N=4台
被監視用IP変換器　N=４台

本工事は、管内情報板に予備発電設
備を設置するものであり、現地の据付
調整にかかる品質管理が重要であ
る。

10
月

66.3 63.0 15 15 15
現地における
据付・試験調整に
ついて

6 1 3 1 4 2 1 3.3 11月16日

6 ◎ 殿ダム
河
川

殿ダム
神護地区付替（その２）工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　約700m3
法面整形工　約100m2
補強土壁工　約1,000m2
鉄筋挿入工　400本
排水構造物工　1式
防護柵工　約240m

市道神護殿線における改良工事である。
施工現場は急峻であり、作業ヤードも狭
いため、施工方法・使用機械を工夫する
ことで良好な品質を確保することが重要
である。

10
月

71.8 68.0 15 15 15
補強土壁施工時
の盛土の品質確
保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 11月11日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分



１１月２５日（第３８回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路
志戸坂峠道路
志戸坂トンネル電気室外新築工事

建築 D

志戸坂トンネル
　　　　電気室　　１棟
　　　　ポンプ室　１棟
鳥取西道路
　　　　ポンプ室　１棟

志戸坂峠道路、鳥取西道路における
ポンプ室及び電気室の新築工事であ
る。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

10
月

56.4 15 15 4 4 4 6 4 2 2.4 11月16日

2 倉吉 道路
国道９号
米川横断陸橋塗替工事
【再公告】

塗装 - 塗装塗替　A=1,500m2

本工事は羽合国道維持出張所管内に
おける横断歩道橋の塗装塗替工事で
ある。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

10
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 11月9日

企業の技術力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名
区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）



   １１月２５日（第３８回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の
確実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

1 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
湯山高架橋床版工事

一般土木 Ｃ
湯山高架橋床版
Ａ＝２，０００ｍ２

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、コ
ンクリートの耐久性及び構造物
の安全性の確保を図ることが、重
要である。

2 日野川
海
岸

皆生海岸

富益
とみます

１号
ごう

潜堤
せんてい

外
ほか

補強工事
一般土木 Ｃ

海岸捨石工　　　約 100m3
Coブロック撤去・再据付工
（12ｔ）　約489個
沈下防止工　　　約 200m3
洗掘防止工  約 5，000m3

既設海岸潜堤ブロックを一端撤
去し、捨石の補充、洗掘防止マッ
ト等を敷設して、潜堤ブロックを
再据付する工事であり、海象条
件が厳しい皆生海岸における潜
堤補強施工の品質確保が重要で
ある。

3 ◎ 日野川
砂
防

大山砂防

吉原
よしはら

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

改良工事
一般土木 Ｃ

コンクリート砂防堰堤本体工
鋼製枠格子スリット　一式
（約１８１ｔ）
構造物撤去工   約 2，300ｍ3

既設コンクリート砂防堰堤の中央
部を切断し、格子型鋼製砂防堰
堤に改良する工事であり、コンク
リートの取り壊し及び鋼製スリット
部材の組立・据付の品質確保が
重要である。

4 日野川
海
岸

皆生海岸
皆生２号施設改良第２工事

一般土木 Ｃ

海岸捨石工　　　　　6，000m3
Coブロック据付工（16ｔ、34ｔ）
約305個
沈下防止工　約 2，000m3
洗掘防止工　 約 1，500m3

既設離岸堤に隣接して、洗掘防
止マット、沈下防止マットを敷設
し、捨石を投入した後、被覆ブ
ロック及びクレスト型ブロックを据
付する工事であり、海象条件が
厳しい皆生海岸における既設離
岸堤に隣接した海岸ブロック据付
施工の品質確保が重要である。

区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制



１１月２５日（第３８回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
毛谷第４改良工事

一般土木 Ｃ
掘削工V=15,000m3
仮橋撤去

本工事は、地すべり箇所であり、切土法面の保
護等、現場条件を踏まえた適切な施工管理は
施工中の安全確保する上で重要である。

2 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
毛谷第５改良工事

一般土木 Ｃ 補強土壁工A=1,300m2
本工事は、志戸坂峠道路において補強土壁（ジ
オテキスタイル）を施工するものであり、補強土
壁の品質管理が重要である。

3 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
志戸坂トンネル管路工事
【再公告】

一般土木
C
・
D

配管（φ150）　L=1700m
本工事は、志戸坂トンネル内において歩道部に非
常用設備の送水管を敷設するものであり、一般歩
行者の安全確保に配慮する必要がある。

4 ◎ 鳥取
道
路

津ノ井バイパス
西大路横断歩道橋鋼上部工事
【再公告】
【見積を活用し予定価格を作成す
る発注方式】

鋼橋上部
A
・
B

横断歩道橋上部工
N=1橋

本工事は、一般国道29号津ノ井バイパスのうち、鳥取市
西大路地内において横断歩道橋の上部工事を行うもの
であり、夜間の架設作業で架設を行うものである。周辺
に家屋等があるため現場作業時には騒音対策に配慮す
る必要がある工事である。

5 鳥取
道
路

国道５３号外監視設備工事
【再公告】

通信設備 -

光伝送装置　　　　１７台
画像符号化装置　３５台
据付調整工　　　　　１式
撤去工　　　　　　　　１式

ＣＣＴＶ画像をＩＰ伝送する為の工事であり、運用中
の設備において切替作業を行うことから効率的に
短期間で施工する必要がある。

6 日野川
海
岸

皆生海岸

皆生
かいけ

離岸
りがん

堤
てい

外補修工事
一般土木

C
・
D

Coブロック撤去・再据付
約200個
Coブロック据付
約100個
Coブロック製作
約100個

本工事は、既設離岸堤へのブロック補修（追加据
付）工事であり、ブロック据付適期が、春～夏に限ら
れるため、皆生海岸の海象条件を考慮した施工が
重要である。

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

7 日野川
河
川

日野川堰

小
しょう

水力
すいりょく

発電
はつでん

設備工事
受変電設備 ー

小水力発電設備　１基
LED照明灯　　　　一式

本工事は、日野川堰の維持流量放流口に流水エネ
ルギーを活用した小水力発電設備の設置工事であ
り、現地における据付・調整の品質確保対策が重
要である。

8 日野川
砂
防

大山砂防

須郷
すごう

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

管理用道路工事
一般土木

C
・
D

盛土　      500m3
Ｃｏ舗装　1,000m2
補強土壁　600m2
防護柵　　 240m

本工事は、砂防堰堤工事に必要な管理用道路工事
であり、補強土壁工の品質確保対策が施工上重要
である。

9 殿ダム
河
川 殿ダム流木止設備工事 機械設備 －

流木止設備
製作・据付　一式

　本工事は、殿ダムにおいて袋川及び神護川に流
木止設備を設置する工事である。
　据付時期について試験湛水の影響が考えられる
ため、製作・据付それぞれにおいて水位変動への
対応が重要となってくる。

10 殿ダム
河
川

殿ダム
多重無線設備外工事
【再公告】
応募者なしのため

通信設備 －
多重無線設備　１区間
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ端局設備　１式

本工事は、殿ダムの通信設備の製作・設置を行う
工事である。構築する通信回線は、ダム管理所～
事務所間を結ぶ重要な回線であり、設備の品質の
確保が必要である。
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路
青葉町外整備工事
【再公告】

維持修繕 -
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　  1,000m2
排水構造物　　　   400m
排水施設清掃工　2,000m

一般国道５３号の鳥取市材木町～
田園町地内における整備工事であ
る。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

2 鳥取 道路 津ノ井外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

津ノ井バイパスにおける用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

3 鳥取 道路
古海外伐採工事
【再公告】

維持修繕 - 伐木工　Ａ＝約　40,000m2

鳥取西道路における伐採工事であ
る。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

4 倉吉 道路
東伯中山道路
上野地区防護柵工事

維持修繕 -

工事延長　L=2.7km
Gp-A-3E 約5km
Gr-C-4E　約1km
立ち入り防止柵　約2km

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

5 倉吉 道路
東伯中山道路
田越地区防護柵工事

維持修繕 -

工事延長　L=4.4km
Gp-A-3E 約3km
Gr-A-2B　約0.1km
Gr-C-4E　約0.3km
立ち入り防止柵　約4km
転落防止柵　約0.4km

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

6 殿ダム 河川 殿ダム倉庫整備工事 建築 D

倉庫 Ｓ造平家建 約160㎡
とりこわし1棟
（関連する電気及び機械設
備とりこわしを含む）
外構　　とりこわし　1式

本工事は、殿ダム庁舎の資材置場
における倉庫整備工事である｡
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

1 鳥取 鳥取自動車道構造物点検業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、中国横断自動車道姫路鳥取線に
おける構造物点検を行うものである。

1
1
月
1
7
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 6 14 - 16 4 - - - - - - - - - - 20 10 10 80

2 殿ﾀﾞﾑ 殿ダム付替道路設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、殿ダム建設事業における付替道
路工事において、詳細設計他を行うものであ
る。

1
1
月
2
7
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 6 14 - 16 4 - - - - - - - - - - 20 10 10 80

落札者を決定するための評価項目

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

予定担当者の経験・能力

表
彰
経
験

企業の経験・能力

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

業
務
概
要

登
録
等
有
無

入札参加者を決定するための評価項目

実施方針及びヒアリング

業
務
理
解
度

保
有
資
格

保
有
資
格

照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

地
域
精
通
度

同
種
類
似
経
験

予定技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

◆　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

合
 
 

計

地
域
精
通
度

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

実
施
手
順

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥

当
性合

 
 

計

業
務
成
績

表
彰
経
験

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

保
有
資
格

開
札
日

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

表
彰
経
験
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★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

資
格
要
件

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
任
制

専
任
制

そ
の
他

手
持
ち
業
務

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画

の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

、
重
要
事
項
の
指
摘

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

3 倉吉
穴鴨３号砂防堰堤
用地調査等業務

補償関係
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

本業務は大山山系直轄火山砂防穴鴨３号砂
防堰堤工事（東伯郡三朝町穴鴨）に伴い必要
となる用地調査等業務を行うものである。

1
1
月
5
日

10 15 15 10 10 5
減
点

10 15 - 5 5

数
値
化
し
な
い

100 10 15 - - 5 5 - - - - - 5 10 5 5 - - - - - 60

落札者を決定するための評価項目

合
 
 

計

ヒアリング

表
彰
経
験

実施方針及びヒアリング

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
理
解
度

実
施
手
順

合
 
 

計

予定主任担当者の経験・能力予定主任担当者の経験・能力

業
務
概
要

参加表明者の経験・能力

地
域
精
通
度

開
札
日

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
実
施
体
制

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

手
持
ち
業
務

業
務
成
績

専
門
技
術
力

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

迅
速
性

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

業
務
成
績

業
務
成
績

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

評価テーマに対する技術提案

テーマ１の
提案内容

テーマ２の
提案内容

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

予定担当者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定主任担当者の経験・能力

表
彰
経
験
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 日野川
日野川
流域資源活用調査業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川流域において、川
と地域の自然・歴史・文化・暮らしな
どの視点により流域資源を評価し、
これを活用した日野川の川づくりの
基礎資料とするものである。

①　流域資源を活用した川
づくりの着目点について

1
1
月
9
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

2 日野川
日野川水系
気候変化に関するモニタリン
グ業務

土木関係建設
コンサルタント業務

日野川水系を対象として、地球温暖
化に起因する気候変化の影響を把
握するために、現在観測している各
種気象データ等を整理、分析し、温
暖化に対するモニタリングを目的と
して実施するものである。

①日野川水系において、温
暖化に起因する気候変化
の傾向分析を実施する際
の留意点について

1
1
月
1
0
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

3 殿ダム
殿ダム
管理計画他詳細検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、殿ダムの管理に必要な
高水・低水の管理計画の検討を行う
ものである。

ダム管理支援システム開発
における留意事項とその対
応方針について

1
1
月
2
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 7 15 2 3 2 4 10 2 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

） テーマ２の提
案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

業
務
内
容
の
理
解
度

▲　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

業
務
概
要

実施方針・実施フロー・
工程等

テーマ１の提案内容

整
合
性

成績・表彰 資格・実績

特
定
日

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

資格・実績 成績・表彰

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

◎ 1 鳥取
鳥取河川国道事務所
業務継続計画作成業務

土木関係建設
コンサルタント業務

鳥取河川国道事務所におい
て、災害発生時に業務の継
続性を確保するために必要
な取り組みについて定める
業務継続計画（BCP)を作成
するものである。

鹿野・吉岡断層による地震
を対象とした鳥取河川国道
事務所の業務継続計画を
作成する際の特に配慮す
べき事項について

1
1
月
5
日

3 7 15 3 2

数
値
化
し
な
い

2 4 10 2 2 － － － － － 12 6 6 6 － 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

2 倉吉
国道９号
大栄大橋外橋梁補修設計業
務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事
務所管内において橋梁耐震
補強設計及び補修設計を行
うものである。

業務継続計画を作成する
際の特に配慮すべき事項
について

1
0
月
1
4
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

3 倉吉
国道９号
米子大橋外橋梁補修設計業
務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事
務所管内において橋梁耐震
補強設計及び補修設計を行
うものである。

米子大橋の耐震補強対策
の調査手法及び留意点に
ついて

1
0
月
1
6
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

4 倉吉
国道９号
尾高高架橋外橋梁補修
設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事
務所管内において橋梁耐震
補強設計及び補修設計を行
うものである。

尾高高架橋ｺｽﾄ縮減を考
慮した耐震補強対策の選
定手法について

1
0
月
2
0
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

5 日野川
菅沢ダム
日野川水系環境調査業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、菅沢ダム上下流
の印賀川及び日野川におけ
る河川測量や河床材料調
査、底生動物調査を行い、
ダム管理の基礎資料とする
ものである。

ダム上下流の水系環境調
査を実施する上での留意
点について

1
1
月
1
1
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 - 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

6 日野川
日野川
流砂量観測検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川流域にお
いて土砂動態の把握に必要
な流砂量等の観測機器を整
備するための検討及び設計
を行うものである。

流砂量観測機器の整備に
おける留意点について

1
1
月
2
0
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 - 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

表
彰
の
有
無

業
務
成
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

実
施
手
順

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

特
定
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

的
確
性

地
域
精
通
度

同
種
類
似
経
験

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別
特
定
日

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

合
 
 

計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

No

▲　特定前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験
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